






































向産 号の石（ ミリ）はバブルの頃ですが、状態の良いものなら セット（












































































映画にもなった冲方丁氏の 天地明察 という本の主人公は、 代目安井算哲です。
その算哲、どうしても道策に勝てないこともあって、安井家の家督は算知先輩に譲り、
自分は天文観測とそれを元にした暦作りに没頭します。その折に作った天文図が残され
ています。天文図では保井春海と名乗っています。
この安井算哲の文、初代算哲は道頓堀を完成させたうちの 人、安井道トの甥にあた
り、しかも家康の囲碁指南をしていたことが知られています。
以上、雑多になりましたが、興味を覚えた方はいつでも足を運んで下さい。研究所で
も時前に連絡すれば、奥にしまってあるものも見せてくれるはずです。
